
圧力式
BOD測定装置に
ついて



水マノメーター式 (100F,200F)との違い。

• 水マノメーター法
微生物等の呼吸により、発生する気体を

吸収剤によりマノメーターの目盛が変動する。

マノメーターの目盛の値が測定値を表す。

• 圧力式センサー法
圧力をppm換算をして直接BOD値として表示。

利点は、大気圧の変動に左右されない。

目視による測定から気圧による圧力変動の

少ない数値での管理となります。

ふらん瓶と圧力式の違いについて
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測定は１本単位で可能です。

簡単な操作

測定開始操作のボタンは

「SET」「START」２つのみ

測定レンジは４種類

～99ppm,～250ppm,～600ppm,～999ppm

それぞれの測定範囲で調整する液量は

400ml, 250ml, 150ml, 100mlです。

圧力式BOD測定ユニットについて

見かけの違いは
EVOの文字と
無線アイコンのみ



測定装置の本体について。

この測定装置はイタリアのVELP社の

製品となります。

タイテックで販売を行っているのは

５日間の測定を基本とした

• BOD 6D
• BOD 10D

PCでの長期間の記録を前提とした

• EVO 6D (無線ユニット+SOFT付き)

• EVO 6D 増設セット
の4種類です。

取扱製品について

6D スターラーセット

EVO 6D 増設セット

10D スターラーセット

EVO 6D セット



通常タイプとEVOセンサーとの違い。

EVO 6Dについて

EVOセンサーのセットは無線ユニットを搭載。

通常タイプは非搭載で互換性はございません。

購入後にPCで記録をしたい場合

EVO 6Dの増設セットの選択をお薦めします。

EVO用のSOFT&ワイヤレスBOXの追加購入にて

フルセットの仕様となります。(PCはご用意下さい)

記録をするPCについて

OSはWindows10

EXCELのインストールを推奨。

EVOセンサー用SOFT&
ワイヤレスBOXセット

EVO 6D 増設セット

※ノートPCは付属しておりません

PCで記録を行うセンサーについて



EVOセンサーの記録について。

記録について

EVOの記録ソフトは30日間までの

自動測定が可能です。

登録本数は最大80サンプルですが、

30日以上の長期記録の場合は

同じ測定サンプルを再登録する事で

数値を積算して利用します。

記録の出力について

データはCSVはExcelのxlsファイル形式

専用のレポート出力にも対応しています。

測定画面

PCの記録ソフトについて

レポート出力



生分解試験について。

実験条件
OECD301D  温度22℃±2℃ 試験日数 28日間

OECD306 温度15～20℃±1℃ 試験日数 28日間

(※Closed-bottle法での基準を記載)

サンプル数
少なくてもN=2以上にて測定を実施すること。

Blank2本、基準比較サンプル2本を用意。

二酸化炭素吸収剤は吸収以外に一酸化炭素など

余分なガスが発生しにくい吸収剤を使用する事で

圧力の数値が安定し、再現性が良くなります。

生分解試験に使用する場合

VEL P

BODSenser

SET START

SCIENTIFICA

VEL P

BODSenser

SET START

SCIENTIFICA

VEL P

BODSenser

SET START

SCIENTIFICA

Blank 測定対象 基準比較

･･･基礎培養水 (OECDのプロトコールにより)

･･･活性汚泥

･･･生分解サンプル

･･･生分解比較対象サンプル (アニリン等)



実験用のインキュベーターについて。

• 庫内設置可能数について

iB-130
EVO 6D (6D)・・・ 2SETまで (最大12本)

10D ・・・・・・・1SETまで (最大10本)

※実用上、庫内に入る数量となります

iB-230
EVO 6D (6D)・・・8SETまで (最大48本)

10D ・・・・・・・4SETまで (最大40本)

安定した温度環境にするために

インビトロBOX iB-130
定価¥398,000(送料,税別)

インビトロBOX iB-230
定価¥498,000(送料,税別)

内外装:ステンレス
温度範囲:+３～45℃




